　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ　調査概要
第２章　各調査の結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　高齢者調査


１　高齢者調査

（１）基本属性　　　　　　　

①　居住場所（Ｆ１）　　
居住場所は、「自宅（96.1％）」が最も多く、「その他（1.8％）」が続いている（図表１－１－１）。
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図表１－１－１　居住場所（全体）

②　記入者（Ｆ２）

調査票の記入者は、「あて名ご本人（92.6％）」が最も多く、「ご家族（4.8％）」が続いている（図表１－１－２）。
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図表１－１－２　記入者（全体）

③　性別（Ｆ３）

性別は、「男性（44.5％）」、「女性（55.0％）」で女性が約１割多い（図表１－１－３）。

図表１－１－３　性別（全体）
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④　年齢（Ｆ４）

年齢は、「65～69歳（34.8％）」が最も多く、「70～74歳（31.7％）」、「75～79歳（18.9％）」が続いている。

前期高齢者（65～74歳）は66.5％、後期高齢者（75歳以上）は33.2％で前期高齢者が多い（図表１－１－４）。

図表１－１－４　年齢（全体）
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⑤　家族構成（Ｆ５）
同居家族は、「配偶者（夫または妻）（69.5％）」が最も多く、「息子、娘（息子の妻、娘の夫も含む）（39.0％）」、「ひとり暮らし（自分のみ）（13.1％）」が続いている（図表１－１－５）。

図表１－１－５　家族構成（全体：複数回答）
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⑥　同居者の年齢（Ｆ５－１）
「ひとり暮らし（自分のみ）」以外で同居家族がいる場合の同居者の年齢は、「64歳以下の同居者がいる（40.9％）」と「同居者全員が65歳以上（40.7％）」がほぼ半々である（図表１－１－６）。

図表１－１－６　同居者の年齢
＜同居者がいると回答した人＞（全体）
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⑦　配偶者の年齢（Ｆ５－２）

「配偶者（夫または妻）」がいる場合、配偶者の年齢は、「70～74歳（27.6％）」が最も多く、「65～69歳（23.4％）」、「75～79歳（17.7％）」が続いている（図表１－１－７）。

図表１－１－７　配偶者の年齢
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＜配偶者がいると回答した人＞（全体）

⑧　居住地域（Ｆ６）

居住地域は、「第二地区（18.6％）」、「第三地区（18.4％）」、「第一地区（16.6％）」の順に多くなっている（図表１－１－８）。

図表１－１－８　居住地域（全体）
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⑨　住宅の所有形態（Ｆ７）
居住形態は、「持ち家の一戸建て（61.7％）」が最も多く、「持ち家の集合住宅（15.1％）」、「公的賃貸住宅（8.8％）」が続いている（図表１－１－９）。
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図表１－１－９　住宅の所有形態（全体）

⑩　住宅の問題点（Ｆ７－１）
住宅の問題点は、「特にない（65.9％）」が最も多い。それ以外をみると割合は少ないが「屋内の階段の昇り降りが大変で困っている（7.3％）」、「浴室や浴槽が使いにくくて困っている（5.4％）」などがあげられている（図表１－１－10）。
図表１－１－10　住宅の問題（全体：複数回答）
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（２）健康状態と介護予防　　

①　医療機関の受診状況（問１）　　
現在治療中の病気は、「ある（65.9％）」が６割強である。

年代別にみると、65～74歳では61.5％、75歳以上では74.7％が「ある」と回答し、年代があがると受診率が高くなっている（図表１－２－１）。
図表１－２－１　医療機関の受診状況（全体、年代別）
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②　かかりつけ医（問２）　
かかりつけ医は、「いる（76.9％）」が７割強である。
年代別にみると、65～74歳では74.8％、75歳以上では81.1％が「いる」と回答し、年齢があがるとかかりつけ医の「いる」割合が高くなる（図表１－２－２－①）。
図表１－２－２－①　かかりつけ医（全体、年代別）
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かかりつけ歯科医は、「いる（68.8％）」が６割強である。

年代別にみると、65～74歳では70.0％、75歳以上では66.5％が「いる」と回答し、年齢があがるとかかりつけ歯科医の「いる」割合が若干低くなる（図表１－２－２－②）。
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図表１－２－２－②　かかりつけ歯科医（全体、年代別）
かかりつけ薬局は、「いる（48.8％）」が５割弱である。

年代別にみると、65～74歳では45.6％、75歳以上では55.2％が「いる」と回答し、年齢があがるとかかりつけ薬局の「いる」割合が高くなる（図表１－２－２－③）。

図表１－２－２－③　かかりつけ薬局（全体、年代別）
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③　介護予防事業の利用状況と利用意向（問３）　　
介護予防事業の利用状況は、『介護予防健診（6.0％）』が最も多く、『介護予防教室（筋力向上）（3.0％）』、『介護予防に関する講座や研修（2.7％）』が続いている。

認知状況をみると、認知度が高いサービスは（「利用している」、「利用したことがある」、「知っているが利用していない」の計）、『介護予防健診（52.2％）』、『介護予防に関する講座や研修（45.7％）』、『介護予防教室（筋力向上）（39.1％）』などである（図表１－２－３－①）。

図表１－２－３－①　介護予防事業の利用状況（全体）

[image: image15.emf]知っている

無回答

知らない

全  体(N=2,468)

「在宅サービス」

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

訪問介護（生活援助主体）

訪問介護（身体介護主体）

訪問看護

訪問リハビリテーション

訪問入浴介護

居宅療養管理指導

通所介護（デイサービス）

通所リハビリテーション（デイケア）

短期入所生活介護（ショートステイ）

短期入所療養介護（ショートステイ）



福祉用具の貸与

特定福祉用具販売

住宅改修費の支給

特定施設入居者生活介護

（有料老人ホーム等）

「施設サービス」

①

②

③

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

介護療養型医療施設

介護老人保健施設

（老人保健施設）



(%)



65.3



64.0



58.4



36.5



63.9



29.2



58.3



47.4



53.6



49.5



43.5



55.0



25.9



45.9



55.1



41.5



32.6



16.2



16.1



21.6



42.1



16.4



49.1



21.3



30.9



25.2



28.0



34.0



24.2



52.4



32.9



24.0



36.8



45.2



18.5



19.9



20.1



21.4



19.7



21.7



20.3



21.8



21.2



22.4



22.6



20.8



21.7



21.1



20.9



21.8



22.2


利用意向をみると、「利用したいサービス」は、『介護予防健診（30.3％）』が最も多く、『介護予防に関する講座や研修（25.7％）』、『介護予防教室（筋力向上）（25.4％）』が続いている。

利用の多いサービス、認知度が高いサービス、利用意向が高いサービスの上位３項目はいずれも『介護予防健診』、『介護予防に関する講座や研修』、『介護予防教室（筋力向上）』となっている（図表１－２－３－②）。

図表１－２－３－②　介護予防事業の利用意向（全体）
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④　介護予防に対する考え方や実際の行動（問４）　　
介護予防に対する考え方や実際の行動は、「現在、介護予防に取り組んでいないが興味はあり、近い将来何かに取り組もうと思っている（51.1％）」が最も多い。

年代別にみると、65～74歳では「現在、介護予防に取り組んでいないが興味はあり、近い将来何かに取り組もうと思っている」が５割を超える。しかし75歳以上になるとこの割合は４割台に落ち、逆に「現在、介護予防に全く取り組んでおらず、あまり興味もない」が３割を超える。年代があがると介護予防に対する興味や意欲が薄れる（図表１－２－４）。

図表１－２－４　介護予防に対する考え方や実際の行動（全体、年代別）
[image: image17.emf]知っている

無回答

知らない

全  体(N=2,468)

①

②

③

④

⑤

夜間対応型訪問介護

地域密着型介護老人福

祉施設入所者生活介護

認知症対応型共同生活

介護（グループホーム）

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅

介護



(%)



19.0



17.3



15.9



20.1



16.1



63.7



63.9



65.0



60.4



64.6



17.3



18.8



19.1



19.5



19.3


⑤　健康づくりのために実行していること（問５）　　
健康づくりのために実行していることとして、自由回答でたずねた。

大きく、運動、生活、仕事、地域活動・ボランティア活動、趣味の５つに分類した。主な内容は以下の通りであるが、一人でいくつもの活動をあげている人が目立った。

＜運動＞

· ウォーキングや散歩など「歩くこと」についての回答が特に多い。

· ラジオ体操、ストレッチ、ヨガなどの「体操」についての回答も多い。

· 運動の内容を特定せずに「運動」と回答しているものもある。

· その他、「自転車やサイクリング」、「ジョギング」、「水泳」、「ハイキング」、「ゴルフ」、「テニス」、「卓球」、「ダンス」、「筋トレ」などがあげられている。

· 「スポーツジム」や「老人クラブでの運動、行事」、「府中市の教室」など、施設を回答しているものもある。

＜生活＞

· 一日三食食べることや栄養バランスなど「食生活」についての回答が多いほか、早寝早起きなどの「規則正しい生活」があげられている。

· 「毎日家事をすること」といった回答もある。

· 体重チェックや定期的にかかりつけ医にいくなどの「健康管理」についてもあげられている。

· 「禁煙」の回答もある。

＜仕事＞

· 「現役で働くこと」があげられている。

· 野菜づくりなどの「農作業」といった回答もある。

＜地域活動・ボランティア活動＞

· 「ボランティア活動」や「近隣の清掃」などがあげられている。

＜趣味＞

· 「旅行」、「カラオケ」、「絵画」などのほか、ゲームやパズルを使って「脳を鍛えること」、「美術館、音楽会で精神を鍛えること」といったことがあげられている。

· 「カルチャー教室」や「サークル活動」といった施設を回答しているものもある。

（３）地域生活と日ごろの活動　　

①　地域活動やボランティア活動、地域行事への参加（問６）
地域活動やボランティア活動、地域行事への参加は、「よく参加している（10.5％）」と「時々参加している（22.7％）」をあわせ33.2％が『参加している』。「全く参加していない（42.9％）」と「あまり参加していない（21.3％）」とあわせると64.2％が『参加していない』。

年代別にみると、65～74歳では33.7％、75歳以上では32.4％が『参加している』とし、年代による違いはみられない。

地域別にみると、第一地区では「全く参加していない」が47.7％でやや高い。第四地区では『参加している』が38.8％でやや高い（図表１－３－１）。

図表１－３－１　地域活動やボランティア活動、地域行事への参加
（全体、年代別、地域別）
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②　参加している活動内容（問６－１）

地域活動やボランティア活動、地域行事への参加について「よく参加している（10.5％）」と「時々参加している（22.7％）」と回答した人に活動内容をたずねた。活動内容は、「町内会・自治会などの活動（62.5％）」が最も多く、「防災訓練や交通安全運動（25.1％）」、「老人クラブの活動（23.9％）」が続いている。

年代別にみると、65～74歳では、「お祭りや運動会などのレクリエーション活動（24.7％）」がやや高い。75歳以上では、「老人クラブの活動（38.0％）」が高い。
地域別にみると、第二地区では「老人クラブの活動（31.7％）」がやや高く、第四地区では「町内会・自治会などの活動（74.5％）」や「防災訓練や交通安全運動（31.8％）」が高い。第五地区では「老人クラブの活動（14.8％）」が1割台にとどまる。第六地区では「町内会・自治会などの活動（54.2％）」が低いが、「地域でのボランティア活動（26.3％）」がやや高い（図表１－３－２）。
図表１－３－２　参加している活動内容

＜地域活動やボランティア活動、地域行事に参加いると回答した人＞
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③　今後参加したい地域活動（問７）

今後参加したい活動内容は、「自分の楽しみが得られる活動（39.6％）」が最も多く、「生きがいや健康づくりができる活動（36.8％）」、「隣近所の人と協力しあえる活動（29.6％）」が続いている。

年代別にみると、65～74歳、75歳以上ともに全体と同様の傾向である。いずれの活動も65～74歳では全体を上回るが、75歳以上では下回り、「特にない（21.5％）」が２割を超えることから、年代があがると今後の参加意欲は低くなる。
地域別にみると、いずれの地域も「自分の楽しみが得られる活動」と「生きがいや健康づくりができる活動」が上位である。第六地域では「行政への協力や地域自治に関わる活動（12.7％）」が１割を超える（図表１－３－３）。
図表１－３－３　今後参加したい地域活動（全体、年代別、地域別：複数回答）
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④　地域の活動に参加する場合の必要な環境や条件（問８）

地域で活動する場合、必要な環境や条件は、「身近なところや便利なところに活動の場があること（62.6％）」が最も多く、「夜間や休日または平日昼間など、自分にあった時間帯に参加できること（34.0％）」、「身近な団体や活動内容に関する情報が手に入ること（22.7％）」が続いている。

年代別にみると、65～74歳では「夜間や休日または平日昼間など、自分にあった時間帯に参加できること（40.0％）」が４割で高い。75歳以上では「条件によらず参加したくない（15.6％）」が１割を超える。
地域による大きな違いはみられないが、第三地区では「活動資金の補助・援助があること（12.5％）」が１割を超える（図表１－３－４）。
図表１－３－４　地域の活動に参加する場合の必要な環境や条件
（全体、年代別、地域別：複数回答）
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⑤　住民相互の協力関係（問９）

住民相互の協力関係は、「必要だと思う（53.9％）」が最も多く、続く「ある程度必要だと思う（33.7％）」とあわせて、９割弱が必要だとしている。　

年代別にみると、必要だとしている割合は65～74歳は89.1％、75歳以上は85.0％である。
地域による大きな違いはみられない（図表１－３－５）。
図表１－３－５　住民相互の協力関係（全体、年代別、地域別：複数回答）
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⑥　住民相互の協力関係を築くために必要なこと（問９－１）

住民相互の協力関係について「必要だと思う（53.9％）」と「ある程度必要だと思う（33.7％）」と回答した人にその内容をたずねた。住民相互の協力関係を築くために必要なことは、「自ら進んで日ごろから住民相互のつながりをもつように心がけること（42.1％）」が最も多く、「町内会・自治会が中心となって交流活動を進めること（40.8％）」、「地域の人が気軽に集まる場所や地域活動の拠点となる場を作ること（34.8％）」が続いている。　

年代別にみると、65～74歳は全体と同様の傾向である。75歳以上は「町内会・自治会が中心となって交流活動を進めること（40.9％）」が最も多い。
地域別にみると、第一、第二、第三地区では「町内会・自治会が中心となって交流活動を進めること」が最も多く、第四、第五、第六地区では「自ら進んで日ごろから住民相互のつながりをもつように心がけること」が最も多い（図表１－３－６）。
図表１－３－６　住民相互の協力関係を築くために必要なこと
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＜住民相互の協力関係について必要だと回答した人＞
（全体、年代別、地域別：複数回答）
⑦　就労状況（問10）　　
現在、収入のある仕事についているかは、「仕事をする意思がないので、働いていない（28.0％）」が最も多く、「仕事についている（25.1％）」が続いている。

年代別にみると、65～74歳では「仕事についている（31.0％）が最も多いが、75歳以上では「仕事をする意思がないので、働いていない（34.3％）」が最も多い（図表１－３－７）。
図表１－３－７　就労状況（全体、年代別）
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⑧　望ましい働き方（問10－１）

現在、収入のある仕事についているかについて「仕事をしたいが、仕事がないので働いていない（12.8％）」と回答した人にどのようなかたちで働きたいと考えているかをたずねた。望ましい働き方は、「自分の知識や技能をいかした仕事ができれば、収入は少なくてもよい（41.1％）」が最も多く、「地域に貢献できる仕事ができれば、収入は少なくてもよい（21.5％）」が続いており、両者をあわせて『収入は少なくてもよい』が62.6％である。
年代別にみると、65～74歳、75歳以上ともに『収入は少なくてもよい』が最も多い。しかし75歳以上では「自分の知識や技能をいかして、収入の多い仕事をしたい（11.6％）」が全体を上回る一方で、「自分の知識や技能をいかした活動ができれば、収入はなくてもよい（13.0％）」と「地域に貢献できる仕事ができれば、収入はなくてもよい（11.6％）」の『収入はなくてもよい』が全体を上回る（図表１－３－８）。

図表１－３－８　望ましい働き方

＜仕事をしたいが、仕事がないので働いていないと回答した人＞（全体、年代別）
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⑨　地域福祉充実のために必要な住民参加の方法（問11）

地域福祉が充実するために必要な住民参加の方法は、「町内会・自治会や子ども会など地域単位の組織活動を活発にし、地域住民同士が横のつながりを保つこと（32.7％）」が最も多く、「行政と住民の意見交換の機会を設けること（17.1％）」が続いている。「わからない（20.8％）」も２割を超える。　

年代別にみると、65～74歳、75歳以上ともに最も多いのは「町内会・自治会や子ども会など地域単位の組織活動を活発にし、地域住民同士が横のつながりを保つこと」である。75歳以上では「わからない（25.4％）」が４分の1を占める（図表１－３－９）。
図表１－３－９　地域福祉充実のために必要な住民参加の方法（全体、年代別）
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⑩　近所づきあいの現状（問12）
隣近所の人とのつきあいの程度は、「さしさわりのないことなら、話せる相手がいる（45.0％）」が最も多く、「道で会えば、あいさつをする程度の人ならいる（32.3％）」が続いている。
年代別にみると、65～74歳、75歳以上ともに全体と同様の傾向である。
地域別にみると、第四地区では、「個人的なことを相談し合える人がいる（14.5％）」と「さしさわりのないことなら、話せる相手がいる（49.8％）」の割合が全体に比べてやや高い（図表１－３－10）。
図表１－３－10　近所づきあいの現状（全体、年代別、地域別）
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⑪　つきあいのない理由（問12－１）

隣近所の人とのつきあいの程度について「道で会えばあいさつをする程度の人ならいる（32.3％）」と「ほとんど近所づきあいをしない（5.5％）」と回答した人にその主な理由をたずねた。つきあいのない理由は、「普段つきあう機会がないから（50.6％）」が最も多く、「あまりかかわりをもちたくないから（23.7％）」、「気の合う人・話の合う人が近くにいないから（18.6％）」が続いている。

年代別にみると、65～74歳では「仕事や家事で忙しく時間がないから（21.1％）」が２割を超えて３位にあげられている。75歳以上は全体と同じ傾向である。
地域別にみると、いずれの地域も上位２項目は全体と同様である。第一地域では「仕事や家事で忙しく時間がないから（9.7％）」が低い（図表１－３－11）。
図表１－３－11　つきあいのない理由

＜近所づきあいがないと回答した人＞（全体、年代別、地域別：複数回答）
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⑫　自分や家族について不安に感じること（問13）　　
自分や家族のことについて現在不安に感じていることは、「自分もしくは配偶者の健康（57.7％）」が最も多く、「医療費や介護費用など経済的なこと（24.7％）」、「急病などの緊急時の対応（24.2％）」が続いている。

年代別に上位３つをみると、65～74歳では「自分もしくは配偶者の健康（60.0％）」、「医療費や介護費用など経済的なこと（28.5％）」、「急病などの緊急時の対応（23.5％）」となっている。75歳以上では「自分もしくは配偶者の健康（53.3％）」、「急病などの緊急時の対応（25.8％）」、「寝たきり、または今より状態が悪化した時の介護のこと（20.0％）」の順となっており、年代があがると緊急時や寝たきりの不安が多くあげられている（図表１－３－12）。
図表１－３－12　自分や家族について不安に感じること（全体、年代別：複数回答）
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⑬　防災のための個人情報提供への考え方（問14）　　
災害時に遭難を助けたり、避難状況を確認するために、市役所、消防署、警察署や町内会・自治会へ、住所・氏名・連絡先などを事前に知らせておくことは、「最低限の情報ならば、知らせておいてもいい（81.4％）」が最も多い（図表１－３－13）。
図表１－３－13　防災のための個人情報提供への考え方（全体）
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⑭　健康、介護予防、福祉サービス、地域活動の情報入手方法（問15）　　
健康や介護予防、福祉サービス、地域活動に関する情報入手方法は、「市の広報紙・ホームページ（69.5％）」が最も多く、「新聞、雑誌、テレビ、ラジオ（39.7％）」、「友人・知人、近隣の人（28.4％）」が続いている（図表１－３－14）。

図表１－３－14　健康、介護予防、福祉サービス、地域活動の情報入手方法（全体：複数回答）
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⑮　暮らしの問題や福祉についての相談先（問16）　　
暮らしの問題や福祉について困りごとがあったときの相談先は、「市の相談窓口（地域包括支援センター（59.8％）」が最も多く、「家族や親族（56.1％）」、「友人・知人、近隣の人（28.8％）」が続いている。

年代別にみると、65～74歳では全体順位と同様の傾向だが、75歳以上では「家族や親族（57.7％）」が最も多くなっている（図表１－３－15）。
図表１－３－15　暮らしの問題や福祉についての相談先（全体、年代別：複数回答）
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（４）保健福祉サービス　　

①　高齢者保健福祉サービスの利用状況・利用意向（問17）　　

高齢者保険福祉サービスの利用状況は、『地域デイサービス（3.2％）』が最も多く、『家具転倒防止器具の取付（2.4％）』が続いているが、他はすべて１％未満と利用率は低い。

認知状況をみると、認知度が高いサービスは（「利用している」、「利用したことがある」、「知っているが利用していない」の計）、『地域デイサービス（52.7％）』、『入浴サービス（43.7％）』、『外出支援サービス（42.7％）』、『自立支援ショートステイ（40.1％）』などである（図表１－４－１－①）。

図表１－４－１－①　高齢者保健福祉サービスの利用状況（全体）
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11.0
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利用意向をみると、「利用したいサービス」は、『家具転倒防止器具の取付（26.0％）』が最も多く、『車椅子福祉タクシー（25.5％）』、『地域デイサービス（25.4％）』、『寝具乾燥サービス（25.2％）』が続いている（図表１－４－１－②）。

図表１－４－１－②　高齢者保健福祉サービスの利用意向（全体）
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②　市が優先的に取り組むべき保健福祉サービス（問18）

今後府中市が取り組む保健福祉サービスとして優先して充実すべきことは、「特別養護老人ホームや老人保健施設など入所できる施設を整備すること（34.9％）」が最も多く、「家族介護者への支援制度を充実すること（28.4％）」、「生きがいづくりを推進すること（ボランティア、文化・スポーツ活動の促進など）（19.8％）」、「在宅福祉サービスを充実すること（19.3％）」が続いている。

年代別にみると、65～74歳、75歳以上ともに上位２項目は「特別養護老人ホームや老人保健施設など入所できる施設を整備すること」、「家族介護者への支援制度を充実すること」となっているが、65～74歳では３位に「生きがいづくりを推進すること（ボランティア、文化・スポーツ活動の促進など）」、４位に「高齢者が働く場所を確保すること」があげられ、75歳以上では３位に「在宅福祉サービスを充実すること」、４位に「道路の段差解消や公共的な建物へのエレベータの設置など、ひとにやさしいまちづくりを推進すること」があげられている（図表１－４－２）。
図表１－４－２　市が優先的に取り組むべき保健福祉サービス（全体、年代別：複数回答）
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（５）介護保険サービス

①　保険料段階（問19）

保険料段階は、「第６段階（24.4％）」が最も多く、「第４段階（15.9％）」、「第５段階（13.9％）」が続いている（図表１－５－１）。

図表１－５－１　保険料段階（全体）
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②　介護保険サービスと保険料についての考え方（問20）

　

介護保険サービスと保険料についての考え方は、「どちらともいえない（33.2％）」が最も多く、「保険料も介護保険サービスも今くらいが妥当である（21.8％）」、「介護保険サービスを抑えても保険料が低い方がよい（21.4％）」、「保険料が多少高くなっても介護保険サービスが充実している方がよい（12.6％）」が続いている。

保険料段階別にみると、保険料段階が上がるほど「保険料が多少高くなっても介護保険サービスが充実している方がよい」、「保険料も介護保険サービスも今くらいが妥当である」など、介護保険サービスと保険料について肯定的な意見が増えている。その一方で第二段階と第五段階では「介護保険サービスを抑えても保険料が低い方がよい」が平均よりも高く、それぞれ全体の４分の１を占める（図表１－５－２）。
図表１－５－２　介護保険サービスと保険料についての考え方（全体）
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③　介護保険サービスの利用意向（問21）

介護保険サービスの利用意向は、「条件が合えば利用したい（46.3％）」、「ぜひ利用したい（32.9％）」の順に多く、これら２つをあわせた79.2％に利用意向がある。

　　　年代別にみると、65歳～74歳では８割を超える利用意向がある。75歳以上では利用意向（74.5％）がやや低く、「わからない（14.0％）」割合も高くなる（図表１－５－３）。
図表１－５－３　介護保険サービスの利用意向（全体）
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④　利用したい条件（問21－1）

介護保険サービスの利用意向について、「条件が合えば利用したい」と回答した人に、具体的な条件をたずねた。具体的な条件は、「利用料や保険料の負担が軽くなれば利用したい（55.4％）」が最も多く、「よいサービスがあれば利用したい（52.2％）」、「よいサービス事業者がいれば利用したい（31.1％）」が続いている。

　　　年代別にみると、65歳～74歳の上位２項目は全体と同じ傾向だが、３位に「よいケアマネージャーがいれば利用したい（32．1％）」があげられている。75歳以上では１位に「よいサービスがあれば利用したい（48.7％）」、２位に「利用料や保険料の負担が軽くなれば利用したい（46.8％）」があげられ、いずれも全体平均よりやや低い。また３位に「家族が賛成してくれれば利用したい（34.5％）」があげられ、全体平均（26.1％）や65歳～74歳（22.3％）を大きく上回る（図表１－５－４）。
図表１－５－４　利用したい条件

＜介護保険サービスを条件が合えば利用したいと回答した人＞（全体：複数回答）
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⑤　介護保険サービスの認識度・利用意向（問22）

認識度が高いサービスは、『在宅サービス・訪問介護（生活援助主体）（65.3％）』、『在宅サービス・訪問介護（身体介護主体）（64.0％）』、『在宅サービス・訪問入浴介護（63.9％）』などとなっている。一方、認識度が低いサービスは、『施設サービス：介護療養型医療施設（32.6％）』、『在宅サービス・居宅療養管理指導（29.2％）』、『在宅サービス・特定福祉用具販売（25.9％）』などとなっている（図表１－５－５－①）。

図表１－５－５－①　介護保険サービスの認識度（全体）
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市の広報紙・ホームページ
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センター

社会福祉協議会

在宅介護支援センター

講演会、講習会等

ホームへルパー


今後の利用意向が高いサービスは、『在宅サービス・福祉用具の貸与（48.9％）』、『在宅サービス・住宅改修費の支給（48.7％）』、『在宅サービス･訪問介護（48.7％）』などとなっている。一方、利用意向が低いサービスは、『在宅サービス・短期入所生活介護（ショートステイ）（39.4％）』、『在宅サービス・短期入所療養介護（ショートステイ）（38.9％）』、『在宅サービス・特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム等）（30.7％）』などとなっている（図表１－５－５－②）。

図表１－５－５－②　介護保険サービスの利用意向（全体）
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⑥　地域密着型サービスの認識度・利用意向（問23）

地域密着型サービスの認識度は、『認知症対応型共同生活介護（グループホーム）（20.1％）』が最も多く、『夜間対応型訪問介護（19.0％）』、『認知症対応型通所介護（17.3％）』が続いている（図表１－５－６－①）。

図表１－５－６－①　地域密着型サービスの認識度（全体）
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利用意向は、『夜間対応型訪問介護（44.1％）』が最も多く、『認知症対応型通所介護（41.2％）』、『小規模多機能型居宅介護（40.6％）』が続いている（図表１－５－６－②）。

図表１－５－６－②　地域密着型サービスの利用意向（全体）
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⑦　介護が必要になったときの暮らし方（問24）

介護が必要になったときの暮らし方は、「在宅サービスを受けながら自宅で生活したい（33.1％）」が最も多く、「家族などの介護を受けながら自宅で生活したい（25.1％）」が続き、これら２つをあわせた58.2％が《在宅希望》である。

　年代別にみると、65歳～74歳、75歳以上ともに全体と同様の傾向だが、65歳～74歳では「在宅サービスを受けながら自宅で生活したい（34.9％）」が、75歳以上では「家族などの介護を受けながら自宅で生活したい（29.0％）」が、それぞれ全体よりもやや高い（図表１－５－７）。
図表１－５－７　介護が必要になったときの暮らし方（全体）
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⑧　介護保険制度をよりよくするために市が力を入れるべきこと（問25）

介護保険制度をよりよくするために市が力を入れるべきことは、「市内に特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護施設を増やすこと（36.8％）」が最も多く、「利用料を補助するなど、利用者の費用負担を軽減する経済的給付を増やすこと（35.1％）」、「サービス事業者の質を高めること（27.1％）」が続いている。

年代別にみると、65歳～74歳では「利用料を補助するなど、利用者の費用負担を軽減する経済的給付を増やすこと（38.4％）」が「市内に特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護施設を増やすこと（37.0％）」を上回っている。75歳以上では全体と同様の傾向だが、「利用料を補助するなど、利用者の費用負担を軽減する経済的給付を増やすこと（29.0％）」が、全体および65歳～74歳とくらべやや低く３割を下回る（図表１－５－８）。
　　
図表１－５－８　介護保険制度をよりよくするために市が力をいれるべきこと（全体：複数回答）
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（６）高齢者の権利擁護

①　権利擁護の制度や相談窓口の周知状況：複数回答（問26）

権利擁護の制度や相談窓口の周知状況は、「行政の相談窓口（市役所など）（64.3％）」が最も多く、「在宅介護支援センター（46.1％）」、「社会福祉協議会（ふれあい福祉相談室など）（40.6％）」が続いている。

地域別にみると、第四地区で「成年後見制度（30.0％）」を「消費生活相談室（30.4％）」が上回り、第五地区で「在宅介護支援センター（46.7％）」を「社会福祉協議会（ふれあい福祉相談室など）（47.5％）」が、「成年後見制度（35.1％）」を「消費生活相談室（35.9％）」がそれぞれ上回った以外は、全体と同じ傾向である。「行政の相談窓口（市役所など）」の周知度はどの地区でも６割を超えたが、「在宅介護支援センター」は第四地区（51.6％）で５割を超えたものの、第一地区（41.6％）と第六地区（41.8％）ではやや低い。「社会福祉協議会（ふれあい福祉相談室など）」は第五地区（47.5％）でやや高く、第一地区（37.7％）と第六地区（35.2％）で４割を下回る結果となった（図表１－６－１）。

図表１－６－１　権利擁護の制度や相談窓口の周知状況（全体：複数回答）
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②　周囲で困っている人の有無（問27）

周囲に困っている人がいるかどうかをたずねたところ、「いる」が10.7％、「いない」が81.4％である。

地区別にみると、第四地区で「いない（79.5％）」が８割を下回ったものの、全体と同じ傾向である（図表１－６－２）。

図表１－６－２　周囲で困っている人の有無（全体）
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③　周囲で困っている人（問27－1）

困っている人が「いる」と回答した人に、具体的に困っている人はだれかたずねた。困っている人は、「あなたご本人（37.4％）」が最も多く、「配偶者（20.0％）」、「親族（18.1％）」が続いている（図表１－６－３）。
図表１－６－３　周囲で困っている人

＜周囲に困っている人がいると回答した人＞（全体：複数回答）
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④　周囲で困っている人の事例（問27－2）

困っている人が「いる」と回答した人に、それがどのような事例であるかたずねた。具体的な事例については、「行政や金融機関などへの窓口手続きができない（38.1％）」が最も多く、「金銭管理ができない（26.0％）」、「悪質商法にだまされた（23.0％）」が続いている。

地域別にみると、第二・第三・第四・第五・第六地区では「行政や金融機関などへの窓口手続きができない」が最も多くあげられたが、第一地区では「金銭管理ができない（39.5％）」が１位にあげられ、全体平均も大きく上回っている。また第三・第五・第六地区では「悪質商法にだまされた」が続いてあげられ、第四地区でも「金銭管理ができない」福祉サービスの利用に対する苦情がいえない」「福祉サービスの利用に対する苦情がいえない」とならんで２位にあげられている（図表１－６－４）。
図表１－６－４　周囲で困っている人の事例

＜周囲に困っている人がいると回答した人＞（全体：複数回答）
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（７）市への要望（問28）

保健福祉や介護保険について、府中市への意見・要望を自由記述形式でたずねたところ、全体で○○○件の回答があった。以下、主なものを掲載する。

○○○○○○○○○：○○件

· ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。（性別、年齢）
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